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第33次越冬観測を終 えて
福 地 光 男
第33次越冬隊は平成4年2月1日 から1年間にわたる
越冬観測を完了 し,平成5年3月28日全員元気で帰国し
た.第33次観測隊の観測計画や設営計画については,出
発に際 して本ニュース105号(1991年10月)に報告 して
ある.全体的には計画通 り順調に経過し満足すべき成果
が得られた.
越冬オペ レーションの中では内陸旅行が大きな割合を
占めた.気 水圏系研究観測の一つである 「氷床 ドーム深
層掘削観測」(5カ年計画の初年度)と して,内 陸へ
1000km入った ドーム地域への旅行があった.第32次越
冬隊が工作 した中継拠点までのルー トを更に延長し,か
つ ドーム地域でアイスレーダーによる氷厚測定 ・基盤地
形観測を実施 した.図1に 内陸へのルートと観測地点を
まとめた.こ の内陸旅行のために第33次隊では新たに開
発された大型雪上車(SM-100)を2台搬入した.本 ニ
ュース102号(1991年4月)の極地豆事典に紹介されて
いるが,自 重が11トンを超える大物であ り,夏期間の基
地への搬入方法や旅行のために大陸上への陸上げ方法等
いくつかのポイントがあったが,すべて順調に進んだ,
しかし,9月 からの ドーム地域への本旅行では出発早々
若干の トラブルが発生したが,国 内との連絡を密にし,
旅行メンバーの努力によりトラブルを克服する事が出来
た,写真1に は旅行準備を完了し,基地前に勢揃いした
SM・101と102号車を示した.左側の102号車の屋根には
アイスレーダー用の架台が取 り付けられている.
約3カ 月に及ぶ内陸 ドーム旅行とオーバーラップして,
地学系研究観測の地質精査がやまと11」脈方面で実施され
た.図1に はやまと旅行のルー トを点線で示 した.や ま
とルートは第27次越冬隊以降使用されていなかったため,
ルー ト上の ドラム缶や旗竿は埋 まっていたが,　GPS装
置により既存のルー トをはずす事なく行動出来た.内 陸
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図1.第33次越冬隊での内陸調査旅行の行動範 囲実 線:
気水圏 ドー ム旅行、点線:地 質や まと旅 行
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旅行とともに,基地周辺では海氷上や沿岸域への調査旅
行が数多く行われた.と りわけ,生物 ・医学系の 「海氷
圏生物の総合研究」(5カ年計画の初年度)で は沿岸旅
行を含め合計200日以.ヒも海氷上での各種観測を行った.
内陸や沿岸を含めかなりの人日数で野外活動が実施 され
たが,大 きな事故や怪我等がなく経過出来た事は何 より
であった.
昭和基地では宙空系,気 水圏系,地 学系,生物 ・医学
系の各研究観測が順調に行われた.ま た,定常観測とし
て,気 象,極光 ・夜光,地磁気,電離1曽,潮汐,地 震の
観測が継続 して実施された.こ れらの観測を通 して,大
気中の二酸化炭素やメタンガスが引き続き増加傾向にあ
る事が確認され,ま た,オ ゾンホールの出現も観測され
た.オ ゾン全量値は過去最低値を更に下回る低い値が10
Jl　4日に観測された.こ こに各観測部門の活動状況をす
べて報告するスペースはないが,当 初計画通 りの観測成
果を得る事が出来た.設営計画では第33次隊で初めて廃
棄物関係の専門家が越冬し,越冬活動により発生する廃
棄物について調査した.図2に は一例として廃棄物の発
生量と持ち帰 り量をまとめた.過 去に蓄積 された空 ドラ
ム缶を含めた持ち帰り総重量は48トンであった.
今回10年振 りに越冬 し感 じた事は'噺旧の雑居"で あ
った.第33次夏隊長の報告にあるように(本 ニ ュース
108号.1992年4月),昭和基地整備計画の初年度として
管理棟が新設された(108号,豆事典参照).これまで蛸
足的であった基地内の機能を集中した建物であ り,斬新
な外観もさる事なが ら,将来の南極 ・昭和基地の中心と
なる素晴らしい建物である.ま た,多 目的大型アンテナ
と衛星受信棟に見られる諸設備やその運用は10年前には
想像出来なかったものである.こ れらを'噺"の 代表と
すれば,"旧"と してはその他の老朽化 した建物や生活
一ヒの不便さが挙げられる.昭和基地は常にフィール ドで
あるからすべて国内 と同じ状況を準備する必要はないと
思 うが,や はりそれなりの時代の進歩に歩調を合わせた
改蒋が必要であろう.
また,「ふ じ」から 「しらせ」に変わった事により飛
躍的に輸送憤が増加 し,観測が益々充実 して来たが,昭
和基地へのアクセスの形態は 「宗谷」の頃と全 く変わっ
ていない.即 ち,年に一一度だけ同じ船による人員と物資
の輸送が継続して行われている.この30数年聞の社会,
大学.研 究機関等の発展や多様化に対 して,現 在のアク
セス形態は必ず しも充分に対応出来るものではないと思
われる.
しか しながら.地球そのものの状態を診断しモニタリ
ング出来るステーションとしての南極 ・昭和基地の重要
性は更に増大するわけであるから,様々な レベルで更に
魅力溢れる南極観測を目指 したいと思う.
出発前の諸準備に始まり帰国後のとりまとめまで,南
極本部,極 地研究所,関 連機関,隊 員関連企業等からの
御指導 ・御支援に深 く感謝致 します.ま た,第33・34次
南極行動の 「しらせ」艦長及び乗組員の絶大なるご支援
に厚 く感謝致 します.
越冬立ち上が りの時期に超伝導重力計や海底定置係留
観測システムの実験で トラブルが発生 したが,そ れを乗
り越え当初計画を実施 し得たのは35名の隊員のバイタリ
テ ィーであった.ま た,彼 らを支えた留守家族の暖かい
声援であった.こ こに改めて感謝し,稿を閉じる.
(筆者:第33次越冬隊長,国 立極地研究所研究系教授)
第34次夏隊行動記
成 瀬 廉 二
第34次南極観測隊(佐 藤夏雄隊長)は,あ すか基地へ
の輸送,撤 収等がないため,夏 オペレーションは比較的
単純であった.と はいえ,限 られた時間と地域の中で観
測 ・設営のあらゆる部門から多様な計画が提案 されてい
たのは例年と変わ りのないことだが,物資量および関係
する人員の点から規模が大きく,かつ1日 でも早く開始
することが重要な優先重点プロジェクトとして,南極周
回気球(PPB)実験と内陸中継拠点旅行があった.さ ら
に、昭和基地を離れた後の復路に海洋,生 物,地 学調査
が12～15日間程度計画 されていたことも34次隊の特色で
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あ った.
「しらせ 」 は1992年12月15日か ら流 氷 海 に 入 ったが,
通 称 「大 利 根 水 道 」 が 幅 広 く開 い て い た た め 一・気 に進 み,
翌16日に は定 着 氷 縁 に到 着 した.定 着 氷 は昨 年 よ り も さ
ら に厚 く,氷3m+積 雪1mの 地 帯 で はチ ャ ー ジ ング砕
氷 も難 航 し,40kmを2週 間 か け12月30日未 明.昭 和 基
地 見 晴 ら し岩 沖 に 接 岸 した(チ ャ ー ジ ン グ総 回 数1515).
定 着 氷 に少 し入 っ た12月18日,ヘ リ コプ ター 第1便 が
昭 和 基 地 へ 飛 び.引 き続 き,　PPB資 材,基 地 設営 優 先
物資 等 の輸 送,お よ び内 陸夏 旅 行 用 物 資(ブ ル ドー ザ ー,
燃 料)のS16へ の 空 輸 を行 った.接 岸 後 は.燃 料の パ イ
プ 輸送,大 型 機 材 の 氷上 輸送,一 般 物 資 の 空 輸 を実 施 し,
1993年1月中旬 まで に昭 和 基 地 へ の 主 要 な輸 送 は終 「し
た,昭 和 基地 に お け る夏 期 の諸 作 業 は,12月19日よ り2
月9日 まで の 間 に 管 理棟 内部 設備.1:事,焼却 炉 棟 な どの
新 設 を ほ ぼ 当 初計 画 通 り完 了 した.
12月末 か ら1月 上 旬 に か け てPPB3機 の打 ち上 げ を
行 い,成 層 圏 内 の偏 東風 に の り8日 か ら43日間 水 平 飛 翔
し,オ ー ロ ラX線,磁 場 等 の デ ー タ を送信 した.特 に3
番Hの 気 球 は14日後 に昭 和 基 地.ヒ空 を通 過 し,南 極 ノ(陸
を1周 半 回 った こ とが注 目 され る.ま た.重 力 の経 年 変
化 を全 地 球 的 規 模 で 検 出 す る プ ロ ジ ェ ク トの 一環 と して
行 わ れ た 重 力 の 絶 対 測定 で は,1カ 月 聞の 繰 り返 し測 定
に よ り500個以 上 の 有効 デ ー タが得 ら れ,目 的 を達 した.
一3
リュッォ・ホルム湾および周辺の露岩地域では12月21日
から実質43日間にわたり,地質,地形.測 地、生物等の
野外調査を,また内陸では1カ 月間の中継拠点旅行 を計
画通 り実施 した.
2月10日の最終便 をもって,昭 和基地周辺の夏オペ
レーションは終 了した.「しらせ」は帰路1611回のチ
ャージング航行の末,2月13日流氷縁を離脱した.リ ュ
ッォ ・ホルム湾沖では4日 間にわたり海底地形測硅 を実
施 し,その後5日間アムンゼン ・ケーシー湾にて露岩域
の地学調査,海 洋生物観測.3月2-4日 にブリッツ湾
にて海洋生物観測を行った.と くに流氷縁付近(大 陸棚
斜面)の 海域9地 点にて,ビ ーム トロール等によりコオ
リウオ類をはじめ数多くの希少な魚類,底 生無脊椎動物,
プランクトン等 を採集することができた.
以上のように,第34次隊の夏期行動は往復航路および
昭和基地周辺のオペ レーションとも,計画のキャン七ル
は一・つもなく,全項目にわたりほぼ当初計画通り.また
はそれに準ず る成果をあげることができた.こ れは,
「しらせ」の全面的な支援体制は別にして,今 夏は全般
的に天候が安定 していたこと,気象条件に強く左右され
るヘ リコプターオペレーションの重要な時期に好天が持
続 したこと,お よび厚い海氷ながら流氷野の風がハンモ
ック状の密流氷を生ずるような方向に吹かなかったこと,
等の幸運に負うところが大きい,言 うまでもないことだ
が,こ れらはいつの年でも当てにできるものではない.
さらに「しらせの昭和基地接岸は揺るぎない」とか「ヘ リ
コプター空輸に切り替えれば1000トンの物資の大半は必
ず輸送できる」と考えることは誤 りであろう,想像 を越
える厳しい氷状,天候,および予期せぬ トラブル等の発生
にも的確に対処できる柔軟な計画と心構えが必要である.
(筆者:第34次夏隊長,北 海道大学低温科三7!研究所助教
授)
企画展 南極～その探検の足跡～を終えて
澤 田 博 史
オホーツク流氷科学センターは,流 氷や海洋に関する
科学的知識を一般の方に解 りやすく楽 しく学んでいただ
くとともに,流 氷に象徴されるオホーツク圏域の自然 と
生活文化に対する理解を深めていただ くことを日的に,
北海道が平成3年2月 設立いた しました.
本年2月 は,開 設2周 年にあたり,その記念行事に当
センター初めての企画展として 「南極～その探検の足跡
～」を開催いた しました.
オホーツク海は北半球における流氷南限の海であ り,
毎年.流 氷が海を覆いつ くしますが,北 半球の氷は.地
球的な規模でみたときにはごく僅かであ り,地球上の氷
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の90パー セ ン トは 南 極 大陸 に 存 在 して い ます.
こ の 地 球 の 裏 側 の 氷 の 大陸 に,今 か ら約8〔}年前わ が 国
か ら初 め て 挑 ん だ 極 地 観 測 の 先 駆 者'であ る 白癩 中尉 の 足
跡 をた ど る と と も に,南 極 ノく陸 の 姿 な ど を紹 介 し,極 地
「南 極 」 に 対.する道 民 の 理 解 を 深 め ,氷 縁 海 に 位 置 し,
流 氷 研 究 の メ ・カ で あ る 「紋 別市 二 との 比較 を通 して,
流 氷 や海 洋 に関 す る 科学 的 知1識の 普 及 を 図 る た め 開催 い
た し ま した.
企 画展 は,4つ の テ ー マ で 構.成い た し ま した.
1,観 測
南 極 観測 の 開 始
HfV'|]),F;」也の 丁朝極 崔見測
南 極 の 生 活
2.自 然
南 極 にす む生 物
南 極 の 自然
3.探 検 の歴 史
極 点 をめ ざ して
白癩 囁,南 極 探 検 まで
白癩 中尉,南 極 まで あ と ・歩
4.k来
南 極 の 未来
な お,kな 展 示 資 料 は次 の とお りで す.
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㍉ 植 物 け ン キ ョク ミ ドリナ デ シ コ等 〕
.動物...アデ リー ペ ンギ ン剥 製 等}
り 衣 類 等(南 極 観}lll]隊員 の防 寒 服 等1〕
船 舶 模 型(「 し らせ 」11};)
L、:、1}1類等　urlLll[1状.辞令11}二,日1志!1力
「tt「h極に 関す るL)J・r-,写 真.新 聞.ヒ.デ オ
開 催 に 当 って は,国 立 極地 研 究 所 の 多 大 な 御 協 力 を い
た だ き.ま た.川 瀬探 検 隊II己念 爵1.函館 市 黒 田オ汕11氏,
紋 別 市松[H','i:已氏1也多 くの 方 々か ら資 料 の 提 供 等 をい た
だ き,改 め て お 礼 申 しLげ ます.
.一.-4
おかげをもちまして,は ぽ1か 月間の開催期限1中,多
くの皆 さまに御観覧いただき盛大のうちに無事終 了する
ことができました,
{筆者:北 海道立オホーツク流氷科学センター事業課
長〕
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森111眞弓 文 部 人臣 は,忙 しい 国 会 日程 の 合間 を縫 って 、
3月30日,国 立極 地 研 究 所 を1;カれ た.
2時3〔}分に 多 くの 職 員 の1唱迎 え の なか 到 着 さ れ.研 究
活動 や 施設 設備 笠の 現 羽こを 視察 され た.ま た,帰[司[1'1:後
の 福 地 越 冬隊 長 と成 瀬 夏 隊 長 を も交 えて.南 極 観 測 や 研
究 の 動 向等 につ い て懇 談 され た.
川ロ教授退官記念講演会開催 される
3Jl30[1,午後3時30分 か ら,当 研 究 所 講 堂 に おい て
3月kHを も')て退 官 さ れ る 川 口 貞 男教 授 「企画 調 整
'[':')の退 官記 念 講演 会 が 開 催 され た ,
初 期 か ら1←」極 観 測 に た ず さ わ って き た 川[1教授 の,
「私 と南 極 観 測35年」 と題 した 講 演 は,貴.,Eな体験 談 を
交 え興 味 深 く,聴 衆 を魅 了した.
た ま た ま,視 察 の た め に 来所 され て い た 森11|文部 人臣
が 会場 を訪 れ,川 口 教授 の 永 年 の 労 苦ittねぎ ら うおLi'菓
をか け ら れた.
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第35次南極地域観測隊冬期総合訓練
第35次南 極 地 域 観 測F9の冬期 総 合 、Vll練は.　ill辺興 亜第
35次南極 地 域 観 測 隊 隊 長 以 卜隊 員1疾補 者 及び 事務 局 な ど
約40名が 参 加 し,3月8H　 U月1～12日 冷)ま で の5
日間 に わ た り,長 野 県乗 鞍 岳付 近 に おい て実 施 され た.
訓 練 地 は 鈴 蘭 小屋 周辺 で,南 極行 動 巾 の安 全 と 緊 急時
に対 処 す る た め,ロ ス トポ ジ シ ョ ンへ の 対応,ビ バ ー グ
訓練,応 急 措 置 に:1E点を置 き,所 期 の 目的 を.達 成 す る
こ とが で き た.
行 い 快 晴 無 極tの1日 を楽 しん だ.
3月 に 入 り,隊 の 運営,観 測 ・設 営 の 業務 もす っ か り
軌 道 に 乗 り,生 活 は 落 ち 着 い て きた.し か し天候 は悪 天
が つ づ き,ブ リザ ー ドの 後 は 飛 行 機 駐 機 場 や 道 路 の 除雪
に追 わ れ た が,晴 れ 間 をみ て 野 外 行 動 の ため の ル ー ト作
り も始 め た,
平成5年3月31日付け人事異動
退 職
Jll　[1　;s{　Yl　 (喬こ1由i`調整 でζ}
平成5年4月1日 付け人事異動
転 入
出1[橿 男 管 理 部L"1務課 長
〔信州 大学 学 ノ1モ都 人 学 ド幹)
与・那 嶺 政:1r管 理部 会 計 課 長
(富|II医科 薬 科k")':総務 部i汕.課 長)
、1∫田 正 管 理 部 会ll|.課経 理 係 長
(東京 大 学 教 育 学 部sm庭樹1e
第33次越冬隊員 ・第34次夏隊員帰国
第33次越 冬 隊 員1福 地 光男 隊 長 以 ド36名)及 び 第34次
夏1:*9'i(「茂徹 り匡二:夏P家1這」'1下16名)1よ,3月2811〔1|}
任 務 を終 え,全 員無`ド成 川空 港 に 帰 国 した,
空 港 に は,家 族 ・関 係 者等 多数 が 出 迎 え,あ ち こ ち に
再 会 の 舟 びの 輪 がで きた.
な お,観 測 船 「しらせ 」 は4JS13H{火)El1.朝東京 港
11i'i'iif埠頭 に帰[Klした.
観測隊だより
2月1日 に 第33次隊 か ら実 質rl勺な 基地 運 営 をバ トン タ
ソチ した が,管 理棟 の 内 部設 備1:事を主 と した建 設 作 業
を 夏隊 と共 に9日 まで 続 け た.10Hに 「し らせ 」 へ の 最
終 便 が 飛 び,中 国 の オ ブ ザ ー バ ー を 含 め た40名の 越 冬 生
活 に入 った が.管 理 棟 残1:事や 越 冬 イ水制 を 整 え る作 業 を
り|き続 いて 行 っ た.よ うや く3Ji3日 に管 理棟 の 食堂 の
使 用 を 開始 し,本 格 的 越 冬 体 制 に 入 る こと が で きた.従
来 の狭 い1階 の 旧 食堂 と は違 い,3階 の広 い 窓 越 しに 多
くの氷[llや,遠くに広 が る 大陸 を眺 め なが らの 食FPは隊
員 の心 に潤 い を与 えて くれ て い る.観1則 も また川rl調に 経
過 し.幸 先 の 良 い ス ター トを切 った.
2月 は1月 に 比 べ,天 候 不 順 な 日が 多か った が,1・.旬
の.1央晴11に地 形慣 熟 を兼 ね て束 オ ン グ ル島 ・周 の 遠 足 を
藤 井 珊
?ー
高 橋
古 川 松
吉 澤i'i'
平 澤
吉 田
内 藤
藤 川:
ヨF澤
吉 田
神 沼
昇 任
行 教授研究系
(助教授佃r究系〕
充 管理部会,i・1.課川底第 ・係長
〔管理部会計課糸総務係.}三任)
転 出
舳 東 京 外 国 語 大 ノ「:会計1,果長
(管理[}1;会計,idAti-E)
)k　ikl・γ天 文台管 理 部 会 計 課 ∫II度係 長
〔管 理 部 会計 課 糸f理係 長)
郎'.}.二宙 科 学{}牙究 所 管 理 部 主 計 、;炉り門 員
〔管 理 部 会 計ll料il度第.イ系長)
併 任
威 男 企画調整官
栄 夫 研究主幹
靖 彦 資料主幹
理 行 図llF室.長
城
栄
克
併任 解 除
男(研 究.iこ幹)
ノこ(資 料i三輪)
伊(図 星辱室 長)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温 〔Min.temp.)〔℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanre]ativehurnidlty)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分1‖坪 均 　 (Max.　wind　speed.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min,mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(GUSt)　 (m/s)
平 均 雲 量 　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
3月
一7 .3
-0 .9
-24 ,5
983.6
3.0
79
10.3
36.3(10.NE)
44,8〔10,NE)
8.5
2
4月
一12
.7
-0
.7
-24
.9
986.4
1.9
71
6.7
29.0(13、ENE)
36.1(13,ENE)
7.0
5
【極地豆事典 】
大気中のメタン濃度変化
温室効果気体の一種であるメタンの大気中における
濃度が しだいに上昇してきていることが知られている。
メタンは濃度上昇率が大 きいため、二酸化炭素(CO!)
に次いで気候温暖化の原因となる気体として最近特に
注目を集めている。すなわち、　COeは濃度が産業革命
以前の値の約2倍 の60Gppmvになると地表気温が平均
して3.5℃高 くなると見積 もられているが、現在の濃度
上昇は年率0.4%程度である。これに対 して、メタンは
濃度の倍増に対する気温の上昇は0.44℃と見積 もられ
ているが、最近の濃度上昇は年率1%程 度であ りCO2
に比べてかなり大きい。
グローバルにみてメタンの主要な発生源は、天然の
湿地、家畜の腸内発酵、水田、焼畑や森林火災などで
あるが、ここ数世紀の人口増加に伴 う家畜数と水田耕
作面積の増大がメタン濃度上昇の原因であるとの説が
有力である。しかし、これらの放出源強度の定量的な
評価は現在のところかな り難 しい。一方、大気中のメ
タンはOHラ ジカルによって分解され、その寿命は約
10年である。このため、人間活動に伴って放出される
一一酸化炭素が大気中のOHラ ジカルを減らしているた
めに、メタンの寿命が伸び、結果としてメタン濃度の
上昇にかなり寄与 しているとの指摘もなされている。
すなわち、メタン濃度.ヒ昇の原因は定:量的にはよくわ
かっていないのが現状である。
将来、大気中のメタン濃度がどのように変化 してい
くのかを予測するには、まず、現在までの濃度上昇原
因を明 らかにしなければならない。このためには、地
球上におけるメタンの発生や分解を定量的に明らかに
するとともに、地球規模の濃度上昇率をかなりの精度
で決定する必要がある.こ の一環として、世界で最も
精度の高い観測が1987年から昭和基地で続けられてい
る。 さらに、メタンの発生源が違 うとその炭素同位体
比が異なるということを利用した発生源の定量化に関
する研究も計画されている。
昭和基地で得 られたメタ ン濃度 変化。 メタン濃度 はきれいな
季節 変化 をしながら経年 的に上 昇 して お り、 その .ヒ昇率が 年
変化 している様子 もはっき りと とらえられて いる。実測値へ
のベ ス トフ ィッ ト曲線 および季節変化 を除い た経年変化曲線
も示 されている。
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